
１２/２３学生議会「一色中学校」意見等一覧 提案１

【提案シートの内容】 生徒からの質問 【質問に対する市長の考えなど】 担当課

【公共交通】
平成１６年度に碧南、吉良吉田間の名鉄三河線が廃線となり
ました。それ以降、一色地区の公共交通機関は、バスのみに
なりましたが、本数が少ないため、とても利用しにくいと感
じます。そのため、利用する人も少なく本数も増えないとい
う、負のサイクルになっています。また、子どもや高齢者な
ど車を運転できない交通弱者と呼ばれる人たちの移動手段が
少なく、不便さを感じています。現状を見ると、交通網が不
十分であるため、市内での移動はもちろん、市外からの人の
動きがありません。西尾市の活性化を図るために、観光客を
呼び込むためにも、移住や定住を進めるうえでも、公共交通
の整備は課題の一つと考えます。

【質問１】
総合計画に書いてある「平成34年における人口の展望」を見
ました。人口は緩やかに減少しています。人口減少は、西尾
市だけの問題ではなく、日本全体の課題です。観光客を呼び
込むことも大切ですが、移住定住人口を増やす取組が必要だ
と思います。西尾市には、移住定住人口を増やす具体的な計
画がありますか。

【市長】
人口減少にどう対応していくかという事が日本が抱えている
一番大きな課題です。ポイントは働き世代に好まれるような
まちづくりをすることです。１つは「働く場」があること。
西尾市は漁業や農業も盛んですが、自動車産業が盛んなまち
で、全国的に見ても働く場所が豊富なまちだと思っていま
す。５年後くらいには吉良地区にデンソーが大きな工場を建
てます。２つ目は「子育てしやすい環境」です。全国の市町
村が子育て環境を整える取り組みを競い合うように行ってい
ます。本市では、子どもの誕生に対して祝い金を支給してい
ます。また、不妊治療に係る助成も行っています。その他、
今年度は、市内全学校にエアコンを設置するなど児童生徒の
が勉強しやすい環境を整備しています。まちづくりを進める
中で若者の意見を聴き反映することがとても重要だと思って
いますが、若い世代の方々の意見は、正直届きにくいと感じ
ているため、学生議会や高校生、新成人との懇談会を開催し
ています。１０年先、２０年先を見れば皆さんはまちづくり
の中心的存在となっています。皆さんが大人になって西尾で
住み続けたいと思っていただけるようなまちづくりを目指し
ていきます。具体的な計画は、「西尾市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」という計画です。

企画政策課

【提案】
移住定住やまちづくりの視点から、広域的な公共交通のつな
がりを考えてはどうでしょうか。公共交通利用者を増やすた
めに、観光地としての価値を高めていくことはもちろんです
が、全国的にも有名になりつつある佐久島への乗り継ぎだけ
に終わらせないよう、一色地内に既存の施設を活用したバス
ターミナルを作ったり、町内の商業施設周辺にターミナルを
作り、人の流れを作ってはどうでしょうか。また、各バス停
留所に駐輪場を整備することで、学生を中心に自家用車を利
用しない人のバス利用が見込まれるのではないでしょうか。
公共交通の充実と強化を図ることで人が集まり、地域が活性
化し、経済効果が期待できます。また、バスターミナルと既
存施設を連動させることで、周辺の賑わいが生まれ、多世代
間の交流も期待できると考えます。

【質問２】
西尾市は、2020年までに「日常生活で移動に不便さを感じて
いる市民の割合」を30％まで引き下げる目標を掲げています
が、公共交通に関する計画はありますか。また、計画がある
場合は、一色町内の公共交通の将来像を教えてください。

【市長】
バス路線については、ふれんどバス、名鉄東部交通バス、六
万石くるりんバス、いっちゃんバスがあります。現在、運賃
が統一化されておらず、ルートも一部重複するなど市民の皆
さんからもご意見を頂戴しており、今年度、バス路線の再編
を行い、令和２年４月から新ルートで運行する予定です。ポ
イント２つ。１つ目は料金格差をなくす事です。名鉄系バス
の運賃は、距離が長くなるほど料金が増していくシステム
で、くるりんバスは１回、１乗車１００円となっています。
４月からは、名鉄系バスは１回２００円、くるりんバス及び
いっちゃんバスは、１日乗り放題で２００円を予定していま
す。２つ目は、路線を増やす事です。現在、３つのくるりん
バス路線といっちゃんバスが走っており、合計４路線ありま
すが、これを９路線に増やしていく予定です。いっちゃんバ
スについては、２年前に運行がスタートしましたが、利用者
は増えていない状況です。原因としては、買い物できる店舗
の近くにバス停が無いことなどが考えられ、再度市民の皆さ
んと協議し、４月からは新しいコースで運行する予定です。

地域つながり課
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【市民部長】
一色地区のいっちゃんバスについては、町内会長や民生委員
の皆さんなど30名ぐらいのメンバーで地区協議会という組織
を発足。一色地区のおける公共交通のあり方を検討し、運行
がスタートしました。しかし、利用者数が伸びず再度見直し
を行うこととしました。具体的には、Ａコープ一色店や三河
屋など１７店舗に行けるようなルートを考えています。ま
た、医療機関については、西部方面では吉田歯科や高須皮膚
科、東部方面では深見クリニックやあい歯科など１６医療機
関の近くを通るコースを考えています。その他、現在のター
ミナルである一色町公民館（一色支所）や信用金庫、ＪＡ西
三河など公共系の８つの機関の近くを通るルートを考えてい
ます。市民の皆さんが生活しやすいようコースを再編し、地
域でいっちゃんバスを育てていこうという機運を高めていき
たいと考えています。
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